
網走西部地区水産技術普及指導所

・ 雄武地区（5/31）及び紋別地区（6/1）で浮遊幼生調査を実施しました。

・ ホタテガイのラーバのサイズは130～300μmでほぼ連続して出現しました。

付着サイズとなる250μm以上のラーバが継続して見られたほか、200μm

未満のラーバが多く確認されました。

・ ６月上旬の生殖巣指数は、ピークを過ぎていましたが、平年より高めの状況であり、

産卵が続いていると思われます。

○浮遊幼生調査○浮遊幼生調査○浮遊幼生調査○浮遊幼生調査

浮遊幼生殻長組成の出現状況

○生殖巣指数○生殖巣指数○生殖巣指数○生殖巣指数

紋別地区の生殖巣指数の推移を示しました。
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